
そこわくぴょ

そこわくぴょうじめき 底わくぴょう締後 (英)founda tion 

ring ri vetter 機関車ポイラの底わく部のリベット打ちを専門

に行う液圧式プレスで，機械本体と圧力発生装置から成立って

いる。本体は写真に示すようにつりさ

げて移動できる構造で，圧力発生装置2

はポ yプと菩圧器からなり定置される。

発生液圧は高圧ホースを通じて本休に

伝迷されるものである。最近では苔圧

慌の不裂な，構造の簡単なものができ

ている。底わく部は火室に接している

ので変形しやすく，水もれのおそれが

多いため， この部分のリベット打ちは

非常に重要である。本糧費は液圧式であ 伝わくびょう締機

るため，そう音がないばかりで無 く 加圧力が大きいので， リベ

γ トが確実に閤定され安全性が高い。加圧力の最大は 75t のほ

か数在E類ある。(山本穣)

そせいいはん 組成違反 組立駅において列車を組成する場

合には， fiJl々の規定や制限等にしたがわなければならない。こ

れらの規定や制約に違反することを，組成違反という。組成違

反が行われると安全 ・ 迅速 ・ 確実なる輸送を行うことができな

いことはもちろんであるが，重大事故を起こす原因ともなるの

で厳重に禁止している。重大事故に至らなくとも，組成違反に

よ って極々の事故の原因となることは，しばしばある。(内国管

彦)

そせいえき 組成駅 (英) train making-up station (独) Zug-

bildungsbahnhof 列車を仕立てて出発させるいわゆる 仕立

駅はもちろんであるが，さらに必ずしも新しい列車を仕立てな

くとも，列車の組替をするために相当の設備を設けてある駅を

もしづ。主要幹線においては 70-80km ごとに組成駅を設けて

いる。組成駅は作業を行う列車の種類によって旅客列車組成駅，

貨物列車組成駅ということもあるが， 一般には貨物列車につい

てとくに使用されている。国鉄においては列車組成釈を組立駅

ともいっている。組立駅は列車の組成 . :!'i:111迎結l順序の整正，

および付属中間駅発着貨車の輸送手配をするところで， 国鉄に

おいては貨物輸送手続によって，鉄道管理局別に主要組立駅を

指定している。主要組立駅としては岩見沢， 室I量J，函館，五稜

郭，秋田，青森操車場，盛岡，郡山， 長IlIJ ， 長岡操車場， 新津，

I庄江津，高崎操車場，宇都宮，水戸，新小岩，新鶴見，大宮，

m端，沼津，浜松，稲沢，米原， 金沢，;日山，総小路， 吹悶操

11工場，姫路，竜翠操111場，岡山操車場， 広島，幡生， 門司，鳥

栖，直方等であって，これ以外の組立駅が必要な場合は鉄道管

理局が指定することにな っている。組成駅は列車出発のつどっ

き.の組成駅に，その列車の内容を速報しなければならない。た

だしつぎの組立駅が解結禁止または通過扱であるときは，その

つぎの組成駅に通報することになっている。この通報は組成駅

が列車到着以前に， つぎに到着すべき列車の姿を知ることによ

って，到着列車の作業計画を立てるのに必裂であって，まちが

全国主要組成駅配置図

い場合は，つぎの組立駅以遠の貨11iを後宮11に連絡する。中継11ï

は中継i訳着とみなし述結JJ関序を決定する。貨物列車は以上のよ

うな貨車の連結順序により組成されるが， 貨車は行先駅 ・ 急送

品とその他等が-11iごとにまちまちであって行先別・連結列車

別に，各駅の貨車はまとまらないので，これをどの列車にでも

勝手に連結しては，列車計画が成り立たないのみならず， 不経

済となるので，国鉄においては貨車は相当車数を行先区分に集

結できる場合は， 集結輸送しなければならないことになってい

る。このため集結資任駅を指定し，集結責任駅は責任事数を集

結して組成駅の作業を助ける。したがってこの集結指定区間以

外に行く貨車は， 集結指定以外の列車により輸送しなくてはな

らない。集結}'(任駅は集結責任列車出発のつど，その集結現車

数および集結換算両数を ① 集結責任事数以上連結している

場合は， つぎの集結責任駅 ② 集結責任車数に達しないとき

はつぎの組立駅にそれぞれ報告しなくてはならない。またこの

報告を受けた駅は①の場合はその駅で、準備した集結区間行貨車

について別途速迷の方法を講じ②の場合は補充の手配をする必

要がある。以上のように貨物輸送は組成駅を中心として行われ

ている。ー」組立駅。(森塩常夫)

そせいせん 組成線 (英)train making-up track 貨車操車

場そのfl~~;ll成駅における操車線の一部であって，仕訳線で仕訳

けられた貨111を引出し， 一列車を編成するために使用する側線

をいう。方向月IJ仕訳線あるいは駅別仕訳線に区間別，あるいは

組成線

いなく通報されな く てはならない。近時通信設備の発達により， 駅別に仕訳られた貨車を引上げ，後部に緩急車 ・ 代用車等を連

大組成駅間(たとえば大宮操 ・ 新総見機関)にテレタイプを用 結し出発線にすえつける作業を組成作業といい， 大きな操車場

いて ， その完ぺきを!(IJしている。っきrに組成駅における貨物列 ではこの作業のために仕訳線 ・引上線のほかに組成線を有 して

耶紅l立作業の一端をのべると ， 貨物列車を組立てる貨車の連結 いるが， 一般には引上線と仕訳線の頭部あるいは空いている

位訟は一定の基準により行っており ， 一般に最も近距離行の貸 住訳線等を利用して組成作業を行っていることが多い。(半谷

11ïを前部とし，以下到着距般の近いものから駅順に配列組成す 哲夫)

ることになっている。ただし組成駅聞において貨物の綴在"をす ソーダせんじようそうち ソーダ洗じよう装置 油や盤あ

る代用車は別にこれを一群として，列車の後部または指定の い等で汚損した事阿部分品を，加修や検査が容易なように洗じ

位置に述結ーする。また停車時間の関係等により，これによれな ようする装置Zで，通常装入される品物に応じた大さに作られる
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